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良
原
子
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防
災
セ
ン
タ
ー

「
サ
ー
ボ
」
が
完
成

　

市
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
（
原
子
力

施
設
か
ら
お
お
む
ね
半
径
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
）
の
要
配
慮
者
（
長

距
離
避
難
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
の
あ

る
人
や
介
助
者
な
ど
）
が
、
原
子
力

災
害
時
に
、
被
ば
く
の
リ
ス
ク
を
下

げ
な
が
ら
安
全
に
一
時
的
な
屋
内
退

避
を
行
う
た
め
の
「
放
射
線
防
護
施

設
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
、
県
内
２
番
目
と
な

る
新
設
の
要
配
慮
者
用
放
射
線
防
護

施
設「
相
良
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
」

（
愛
称「
サ
ー
ボ
」）が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
建
物
の
気
密
性
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質

を
除
去
で
き
る
換
気
設
備
を
取
り
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
内
に
、

避
難
時
に
必
要
な
水
や
食
料
の
ほ
か
、

生
活
用
品
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
、
打
ち
合
わ
せ
や
会

合
な
ど
で
利
用
可
能
な
施
設
で
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
敷
地
内
に
整
備
を
計
画
し

て
い
る
多
目
的
体
育
館
の
完
成
ま
で

は
、相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
〜
ら
」

側
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

市
内
の
整
備
状
況

　

市
全
体
で
は
、
要
配
慮
者
な
ど
の

参
集
型
避
難
施
設
が
約
１
２
０
０
人

分
必
要
で
す
。
相
良
地
区
に
お
い
て

は
、
約
２
５
０
人
の
要
配
慮
者
な
ど

が
避
難
す
る
施
設
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、「
い
〜
ら
」
南
側
に
、
多
目

的
体
育
館
（
エ
ア
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
（
令
和
５

年
度
中
に
完
成
見
込
み
）。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

完
成
済
み
の
放
射
線
防
護
施
設

﹇
現
地
災
害
対
策
拠
点
施
設
﹈

■
静
岡
市
牧
之
原
消
防
署
（
平
成
27

　

年
度
完
成
）

﹇
社
会
福
祉
施
設
﹈

■
介
護
老
人
保
健
施
設
は
る
か
ぜ　

　
（
平
成
28
年
度
完
成
）

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
相
寿
園
（
平
成

29
年
度
完
成
）

﹇
エ
ア
シ
ェ
ル
タ
ー
（
施
設
内
に
設

置
し
た
エ
ア
シ
ェ
ル
タ
ー（
テ
ン
ト
）

を
展
張
す
る
も
の
）﹈

■
菅
山
小
学
校
体
育
館
（
平
成
30
年

　

度
完
成
）　

収
容
可
能
人
数
＝
約

　

１
４
０
人

■
御
前
崎
中
学
校
体
育
館
（
平
成
30

　

年
度
完
成
）　

収
容
可
能
人
数
＝

　

約
１
８
０
人

■
相
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
令

　

和
元
年
度
完
成
）　

収
容
可
能
人

　

数
＝
約
１
４
０
人

﹇
新
設
放
射
線
防
護
施
設
﹈

■
地
頭
方
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー　

　
「
ジ
ー
ボ
」（
令
和
元
年
度
完
成
）

　

収
容
可
能
人
数
＝
約
２
６
０
人

市では、原子力災害時に長距離避難が困難な要配慮者とその介助者が一時的に避難する
「放射線防護施設」を整備しています。完成した施設の概要などについてお知らせします。

問い合わせ　危機管理課　羽田敦　☎㉓0058

避難室（会議室） 避難室（和室）

原子力防災センターの設備・部屋など

所在地 牧之原市須々木150番地

工　期 令和３年６月～令和４年３月

事業費 ６億169万2500 円　　＊建物建設は国の補助金を活用しています
（建築工事＝５億7475万円、設計＝1650万円、施工監理＝1044万2500 円）

構造・規模など 鉄筋コンクリート（ＲＣ）造２階建
建築面積＝737平方メートル、延べ面積＝1434.25平方メートル　＊約250人収容可能

部屋・設備など 避難室８部屋（うち和室２部屋）、管理室、備蓄倉庫（資機材・物資）、機械室（陽圧化「空気清浄」
装置）、非常用発電設備（軽油）、鉛入りカーテン、給湯室、トイレ　など

愛称「サーボ」について
相良原子力防災センターが、周辺住民に親しみを持ってもらえる施設となるよう、相良地区の皆さん
および相良小・中学校の在校生を対象に、愛称を募集しました。
審査の結果、応募総数133作品の中から、植

う え た れ お と

田獅星さん（相良中学校１年）の作品「サーボ」が採用
されました。これは、相良の「サ」と防災の「ボ」をとったもので、地域の皆さんに分かりやすく、
覚えてもらいやすい愛称となりました。完成式典で市からの感謝状を受け取った植田さんは「地域の
人たちが安心・安全に使えるような施設になってほしい」と話してくれました。

▶陽圧化「空気清浄」装置＝プレフィルターで砂塵などを除去し、メインフィルター（HEPA・活性炭）で放射
　性物質などを除去します。放射性物質除去後の清浄な空気を施設内に給気します。
▶非常用発電設備＝商用電源が喪失した場合でも、陽圧化装置などを稼働するための発電設備です。
▶差圧計＝屋内の空気圧を測定して、陽圧化装置の稼働状況を把握します。
▶鉄筋コンクリート構造＝建物の中にいることで、屋外からの放射線による外部被ばくはある程度防護できます
　が、鉄筋コンクリート構造の建物であれば、より効果的に放射線を防護できます。
▶鉛入りカーテン＝窓部への設置で、放射線の遮へい能力を高めています。
▶気密性の確保＝玄関出入口の二重扉化や、壁および窓枠などの補強により、気密性を高めています。

「サーボ」を考案した植田さん（左）と杉本市長 完成式典でのテープカット

４月９日の完成式典の様子

陽圧化「空気清浄」装置


